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広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号２

西
塩
子
の
回
り
舞
台
「
平
成
の
大
幕
」
ま
も
な
く
完
成
！
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「『
西
塩
子
の
回
り
舞
台
』
の
大
幕
を
、
で

き
る
だ
け
昔
な
が
ら
の
手
法
で
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
の
無
謀
な
呼
び
か
け
に
、
資
料

館
で
ハ
タ
オ
リ
活
動
を
行
っ
て
い
た
人
々
が

中
心
と
な
っ
て
応
じ
、「
大
幕
を
織
る
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

年
３
月
の
こ
と

１４

で
す
。

　

大
幕
を
織
る
会
で
は
、
自
分
た
ち
で
綿
を

栽
培
す
る
と
共
に
、
綿
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
。
大
宮
小
、
大
場
小
、
塩
田
小
の
小

学
生
や
関
係
者
を
は
じ
め
と
し
て
空
き
畑
や

庭
先
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢
の
方
の
参
加
に
よ
り
、

１
年
で
大
幕
に
必
要
な
１
０
０�
以
上
の
実

綿
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																

��������	

　

大
幕
の
大
き
さ
は
長
さ
３
・
６�
、
幅
約

　
�
。
長
さ
４�
ほ
ど
の
反
物
巾
の
生
地
を

１２縦
に　

枚
縫
い
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
布
の

３６

強
さ
を
一
定
に
す
る
た
め
に
、
大
幕
を
織
る

会
の
７
人
は
、
古
い
幕
を
観
察
し
て
、
糸
の

太
さ
や 
経  
糸 
・ 
緯  
糸 
の
密
度
を
決
め
、
綿
作

た
て 
い
と 

よ
こ 
い
と

り
と
並
行
し
て
、
糸 
紡 
ぎ
と
織
り
の
特
訓
を

つ
む

繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

複
数
人
で
織
っ
た
布
を
縫
い
合
わ
せ
て
一

枚
の
幕
と
す
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
よ
り
は

る
か
に
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
７
人
の
メ
ン
バ
ー
が
同
じ
よ
う

に
白
生
地
を
織
る
こ
と
。
紡
ぐ
糸
の
太
さ
と

織
り
目
を
揃
え

て
お
か
な
け
れ

ば
、
染
め
る
際

の
ム
ラ
の
原
因

と
な
っ
て
し
ま

う
た
め
で
す
。

　
「
個
性
を
出

さ
な
い
。
個
人

差
を
出
さ
な
い
」

こ
と
が
一
番
重

要
な
の
で
す
。

▲織りの特訓 ▲糸紡ぎ
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文政三年（１８２０）銘の西塩子の大幕

▲大宮小学校４年生（当時）の綿の種まき

▲ボランティアによる綿の種切り

▲綿畑の手入れ
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１
年
の
特
訓
を
経
て
、
い
よ
い
よ
大
幕
の

生
地
を
織
り
始
め
、
布
の
準
備
に
め
ど
が
つ

い
た
こ
ろ
、
新
た
な
難
問
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
大
幕
を
染
め
る
職
人
を
探
す
と

い
う
問
題
で
す
。
有
名
な
染
織
研
究
家
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
大
作
を
染
め

る
こ
と
が
で
き
る
職
人
は
、
現
在
日
本
に

２
、
３
人
し
か
い
な
い
の
で
は
、
と
の
こ
と
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
秋
、
思
い
切
っ
て
染

１６

織
の
専
門
雑
誌
に
職
人
公
募
の
記
事
を
掲
載

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
沖
縄
か
ら
県
内
ま

で
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
７
人
の
染
色

家
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

専
門
家
を
交
え
た
面
接
や
２
度
に
わ
た
る

審
査
を
経
て
、
昨
年
の
春
、
木
綿
の
研
究
家

で
も
あ
り
、
鍋
島
更
紗
の
復
元
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
兵
庫
県
三
木
市
在
住
の
染
織
家　

 
浅  
井  
一  
甲 
氏
が
「
平
成
の
大
幕
」
を
染
め
る

あ
さ 
い 
い
っ 
こ
う

職
人
に
決
定
し
た
の
で
す
。

　

文
政
の
大
幕
を
染
め
た
長
山
氏
ゆ
か
り
の

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
、
浅
井

氏
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
に
残
る
３
枚
の
大
幕
を
展
示
し
、
そ

の
技
術
の
高
さ
や
、
映
像
を
交
え
て
平
成
の

大
幕
制
作
の
工
程
や
苦
労
、
駆
使
し
た
染
色

技
法
を
、
関
西
人
特
有
の
ノ
リ
で
楽
し
く
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
場
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
制

作
過
程
の
写
真
パ
ネ
ル
と
と
も
に
、
ご
好
意

に
よ
っ
て
数
多
く
の
浅
井
氏
の
作
品
も
展
示

し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
西
塩
子
の
み
な
ら
ず
、
当
市
に

と
っ
て
も
宝
と
な
る
、
当
代
一
流
の
染
職
家

が
一
世
一
代
と
力
を
込
め
た
「
平
成
の
大

幕
」。
お
披
露
目
を
前
に
、
職
人
の
技
と
人

に
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【講　演　会】
日時　８月２６日（土）１３：３０～１５：３０
会場　緒川総合センター　文化ホール

【作品等展示】
会場　緒川総合センター

エントランスホール
日時　８月２６日（土）９：００～１７：００

８月２７日（日）９：００～１６：００
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※
大
幕
の
染
色
費
用
は
、�
東
日
本
鉄
道
文
化

財
団
の
助
成
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
平
成
の
大
幕
」
の
染
め
職
人

浅
井
一
甲
氏
の
講
演
会
を
開
催
�

浅
井
一
甲
氏
の
講
演
会
を
開
催
�

▲浅井氏に織り上がった生地を託す（左から浅井一甲氏、
大幕を織る会　樋田妙子さん、池上和子さん、和知令子
さん、金井津子さん、榎本すみ子さん、佐久恭子さん）
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市
民
バ
ス
が
、
７
月　

日
か
ら
運
行
を

１９

開
始
し
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
で
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
市
民
バ
ス
」
は
、
新
市
建
設
計
画
で
重

点
事
業
に
位
置
付
け
ら
れ
た
３
事
業
の
う

ち
の
一
つ
で
、「
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
と
し
て
市
内
循
環
交
通
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
な
ど
で
検
討
し
実
現
し

た
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
患
者
輸
送
車
な

ど
を
運
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

各
地
域
内
だ
け
の
移
動
で
し
た
。

　

運
行
開
始
し
た
市
民
バ
ス
は
、
こ
れ
ま

で
運
行
し
て
い
た
患
者
輸
送
車
の
機
能
を

残
し
た
ま
ま
、
市
役
所
と
総
合
支
所
間
の

移
動
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
広
域
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
８
月　

日
か
ら
は
、
毎
週
火
曜

１１

と
金
曜
に
温
泉
施
設
巡
回
コ
ー
ス
と
し

て
、
市
内
の
公
営
温
泉
施
設
を
巡
回
す
る

バ
ス
も
運
行
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
運
行
は
試
行
運
行
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
も
検
討
を
加
え
、
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
便
利
で
利
用
し
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

○
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
企
画
課�
（　

）１
１
１
１

５２

 

内
線　

３
２
２
〜
３
２
４

各
総
合
支
所
市
民
課

山　

方�
（　

）２
１
２
１

５７

美　

和�
（　

）２
１
１
１

５８

緒　

川�
（　

）３
９
９
１

５６

御
前
山�
（　

）２
１
１
２

５５
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 大 宮 地 域 …地域内（４コース）１日３回運行
各総合支所などから市役所行きの
市民バスも利用できます。

 山 方 地 域 …地域内（７コース）１日２回運行
総合支所から市役所行きを運行す
るほか、美和地域からの市役所行
き市民バスも一部利用できます。

 美 和 地 域 …地域内（５コース）１日２回運行
そのほか、国保診療所から市役所
行きを運行します。

 緒 川 地 域 …地域内（４コース）１日３回運行
そのほか、緒川総合センターから
市役所行きを運行します。

 御前山地域 …地域内（２コース）１日３回運行
また、御前山荘から市役所行きを
運行するほか、緒川地域からの市
役所行きの市民バスも一部利用で
きます。

市民バスの運行コース市民バスの運行コース市民バスの運行コース
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
医
療
機
関
で
受
診

さ
れ
る
際
、
所
得
の
状
況
に
応
じ
て
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
１
割
ま
た
は
２
割
の
一
部

負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

１
割
負
担
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
老

人
保
健
受
給
対
象
者
の
方
は
、
医
療
費
の
減

額
認
定
申
請
を
し
て
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療

費
（
自
己
負
担
限
度
額
と
入
院
時
の
食
事
自

己
負
担
額
）
が
減
額
に
な
り
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
今
回
か
ら　

歳
以
上

７０

の
住
民
税
課
税
者
が
い
て
も
前
年
の
総
所
得

金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
な
ら
、
そ
の
方
以

外
の
受
給
者
が
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
認
定
に
な
り
、

有
効
期
間
は
毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月

　

日
の
１
年
間
で
す
。
有
効
期
間
を
過
ぎ
る

３１と
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

限限限限限限限限限限限限限限限限
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摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘摘
用用用用用用用用用用用用用用用用
・・・・・・・・・・・・・・・・
標標標標標標標標標標標標標標標標
準準準準準準準準準準準準準準準準
負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担
額額額額額額額額額額額額額額額額

限
度
額
摘
用
・
標
準
負
担
額

減減減減減減減減減減減減減減減減
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定定定定定定定定定定定定定定定定
証証証証証証証証証証証証証証証証
のののののののののののののののの
更更更更更更更更更更更更更更更更
新新新新新新新新新新新新新新新新
時時時時時時時時時時時時時時時時
期期期期期期期期期期期期期期期期
でででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすす

減
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

◇新制度による自己負担限度額と標準負担額（入院時の食事自己負担額）

標準負担額
（１食あたり）

高 額 自 己 負 担 額
負担割合要　　　　　件区　分

外来＋入院（世帯合算）
外来

（個人ごと）

２６０円

７２，３００円＋
 （医療費－３６１，５００円）×０．０１
※ただし、過去１年間に高額医療費の
支給が４回以上あった場合、４回目
以降は４０，２００円

４０，２００円

２割

※１０ 月 診 療 
分から３割

７０歳以上または老人保健受給者で課税所得が２１３万円以上の人
がいる世帯の受給者
ただし、７０歳以上の人の収入合計が、２人以上の場合で６２１万
円未満は２割一般へ、５２０万円未満は１割へ
１人の場合で４８４万円未満は２割一般へ、３８３万円未満は１割へ（要申請）

２ 割

４０，２００円１２，０００円

７０歳以上または老人保健受給者で課税所得が１４５万円以上２１３
万円未満の人がいる世帯の受給者（２年間の経過措置）
ただし、７０歳以上の人の収入合計が、２人以上の場合で５２０万円
未満は１割へ
１人の場合で３８３万円未満は１割へ（要申請）

２割一般

１割２割、２割一般、低所得に該当しない受給者１ 割

９０日まで
 ２１０円
９１日目から
 １６０円

２４，６００円

８，０００円

１割
同一世帯内で住民税課税者がいても、その人の前年の合計所
得が１２５万円以下の場合、住民税非課税の残りの受給者
（２年間の経過措置）

低所得Ⅱ
・経過措
置対象者

１割同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税の受給者低所得Ⅱ

１００円１５，０００円１割
同一世帯内の世帯員全員が住民税非課税で、各所得が必要経
費控除（年金の場合控除額８０万円）を差し引いたとき０円と
なる受給者

低所得Ⅰ

　

老
人
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、
一
定
以

上
所
得
が
あ
る
方
の
自
己
負
担
額
が
２
割

か
ら
３
割
に
変
わ
り
ま
す
。　

月
診
療
分

１０

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担
割割割割割割割割割割割割割割割割
合合合合合合合合合合合合合合合合
２２２２２２２２２２２２２２２２
割割割割割割割割割割割割割割割割
がががががががががががががががが
３３３３３３３３３３３３３３３３
割割割割割割割割割割割割割割割割
にににににににににににににににに

負
担
割
合
２
割
が
３
割
に

改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正
ささささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすす

改
正
さ
れ
ま
す
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基
本
目
標
Ⅰ

男
女
共
同
参
画
の
意
識
づ
く
り
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･･･シリーズ②男女共同参画

�

＊高額自己負担額の４０，２００円は、１０月診療分から４４，４００円になります。

 *

 *

 *



広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号６

水道事業会計

※資本的支出額３億７，６８６万７千円に対して資本的収入額の不足額２億３，０６３
万７千円は、過年度分損益勘定留保資金、及び当年度分消費税資本的収支
調整額で補てんしました。

２６，４８５人給 水 人 口

９，６９０件給 水 件 数

２，９２５，１０８�
／年

有 収 水 量

１１，１７９�
一 日 最 大
給 水 量

９，６２８�
一 日 平 均
給 水 量

８３．２％有 収 率

業務の状況

収支率収支額予算額区分

１０１．６％
６億７，７９０万

３千円
６億６，６９９万

７千円
収入収　

益 ９９．０％
６億６，０５０万

６千円
６億６，６９９万

７千円
支出

９７．８％
１億４，６２３万

円
１億４，９５２万

円
収入資　

本 ８４．５％
３億７，６８６万

７千円
４億４，５７４万

円
支出

予算の執行状況

地方公営企業法第４０条の２
第１項の規定に基づく公表
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歳出　支出済額　186億1,005万円
常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

常
陸
大
宮
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

��������	
������������������

市 債 の 状 況

構成比現　在　高科　　目

４．９％１４億３，７９０万３千円総 務 債

０．０％１，３０１万８千円民 生 債

４．８％１４億２，３９６万円衛 生 債

３．７％１０億８，７５３万５千円農林水産業債

０．６％１億７，１６７万５千円商 工 債

１４．０％４１億１，３３５万４千円土 木 債

７．９％２３億１，８２２万１千円公 営 住 宅 債

１．９％５億４，５９６万６千円消 防 債

８．４％２４億７，６６４万７千円教 育 債

０．３％７，６０８万１千円災 害 復 旧 債

０．１％２，０５８万２千円地域改善対策債

１１．４％３３億７，５６０万円合 併 特 例 債

２１．４％６３億８９０万３千円過疎対策事業債

２０．６％６０億５，２２７万８千円そ の 他

１００．０％２９４億２，１７２万３千円合 計

一般会計

※平成１８年３月３１日現在の住民基本台帳
人口４８，８４６人で算出しています。

※市債の現在高には、平成１７年度借入額を含みます。

���������	
��� ��������	
���������	
�

１００．０％１，８９７万３千円国保診療施設勘定

１００．０％２８億５，４７７万２千円公共下水道事業債

１００．０％３４億２，４６１万５千円農業集落排水事業債

１００．０％１億８，５０８万５千円戸別浄化槽整備事業債

１００．０％２０億５，１４１万８千円上水道事業債

１００．０％３２億６，２３７万４千円簡易水道事業債

１００．０％１億９，１８３万２千円宅地造成事業債

１００．０％４億７，３９０万６千円温 泉 事 業 債

特別会計

広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号７
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一般会計　予算現額　258億8,532万１千円
歳入　収入済額　190億4,969万１千円

特 別 会 計
支出済額収入済額予　算　額特別会計区分

３９億６，０６７万２千円３７億４，７３８万１千円４３億７，１１３万１千円事 業 勘 定国民健康
保 険 ２億１，１８５万８千円２億５０３万６千円２億３，６４０万５千円診療施設勘定

４６億１，２９８万６千円４８億５，７２５万５千円５０億６，００９万８千円老 人 保 健

４億２，４４４万６千円４億５，１１４万１千円７億５，１８０万９千円公 共 下 水 道 事 業

１，３７２万１千円３，４１４万６千円１，４４４万６千円公 営 墓 地

５億８，２１８万３千円４億８，９８２万５千円８億２７万円農業集落排水事業

２５億４，２４５万８千円２７億３，１０８万４千円２７億８，６０６万４千円介 護 保 険

５億７，１６１万４千円６億９４０万５千円８億５９０万７千円簡 易 水 道 事 業

１億２，８０２万円８，１１０万４千円１億９，６８５万５千円宅 地 造 成 事 業

８，０９７万４千円６，６７５万８千円１億３，８５２万５千円戸別浄化槽整備事業

２２万６千円５５万円４７万７千円那珂地方公平委員会

４億１，１６４万４千円３億６，９０２万１千円４億７，３９０万６千円温 泉 事 業

主な財産の現在高
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号８

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp
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市
役
所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
、
園

児
た
ち
に
よ
る
七
夕
飾
り
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
と

啓
発
を
目
的
に
、
市
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

主
催
で
開
催
し
て
い
る
人
権
七
夕
祭
り
（
７

月
５
〜　

日
）
の
も
の
で
、
大
宮
聖
愛
、
大

１２

宮
聖
慈
、
ひ
ま
わ
り
、
さ
く
ら
の
各
保
育
園
、

大
賀
保
育
所
の
園
児
達
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
の

願
い
を
込
め
た

短
冊
な
ど
が
飾

ら
れ
た
賑
や
か

な
七
夕
飾
り

は
、
市
役
所
を

訪
れ
た
人
々
の

目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
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７
月
３
日
、

合
併
の
最
重
点

事
業
で
し
た
市

民
待
望
の
常
陸

大
宮
済
生
会
病

院
が
開
院
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま

で
、
水
戸
市
な

ど
市
外
の
病
院

等
へ
依
存
し
て

き
ま
し
た
が
、

今
後
は
救
急
医

療
や
へ
き
地
医

療
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
医
療
機

関
と
の
連
携
・
機
能
分
担
が
図
ら
れ
、
安
心

さ
れ
る
医
療
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
院
に
先
立
ち
、
６
月　

日
に
は

２６

橋
本
知
事
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
の
方
々
を

招
い
て
記
念
式
典
を
行
い
、
竣
工
を
祝
い
ま
し

た
。さ
ら
に
、　

、　

日
の
両
日
に
わ
た
っ
て

２６

２７

内
覧
会
を
開
催
。市
内
外
か
ら
１
、０
０
０
人

を
超
す
方
々
が
訪
れ
、
最
新
の
施
設
や
医
療

機
器
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
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緒
川
地
域
上
小
瀬
地
区
内
に
運
動
公
園
が

完
成
し
、
７
月　

日
、
来
賓
を
は
じ
め
地
域

１５

住
民
の
方
々
や
関
係
者
約
５
０
０
人
が
見
守

る
中
、
竣
工
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
公
園
は
、
平
成　

年
度
か
ら
、

１３

総
面
積
８
２
、８
１
０�
の
山
林
等
を
開
発

し
て
整
備
さ
れ
、
夜
間
の
利
用
も
可
能
な
照

明
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
照
明
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、

市
長
の
手
で
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
、
照
明
が
つ
い

た
瞬
間
、
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
途
中
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
地
元
糸
東
会
緒
川
支
部
に
よ
る
空
手
の

型
の
披
露
や
、
大

洗
高
校
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
演
奏
、

ま
き
も
ち
な
ど
も

行
わ
れ
、
参
加
し

た
人
々
は
真
新
し

い
運
動
公
園
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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７
月
７
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公

園
総
合
体
育
館
で
、
県
警
察
本
部
と�
茨
城

県
交
通
安
全
協
会
主
催
の
第　

回
交
通
安
全

４３

子
供
自
転
車
茨
城
県
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内

各
警
察
署
管
内
か
ら　

の
代
表
小
学
校
が
参

２７

加
し
、
学
科
・
実
技
・
安
全
走
行
テ
ス
ト
に

よ
り
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
宮
警
察
署
管
内
か
ら
は
緒
川
地
域
の
八

里
小
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
が
、
代
表
選
手
４

人
が
精
い
っ
ぱ
い
競
技
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
自
転
車
で
通
学
し
て
お

り
、
こ
の
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
は
今
後
の
生

活
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
代
表
選
手
】　

小
関　

健
幸
さ
ん

山
口　

雄
哉
さ
ん　

藤
田　

悠
人
さ
ん　

高
畠　

完
太
さ
ん　

　常陸大宮市グリーン緒川協議会では、遊休
農地の解消、都市との地域間交流を目的とし
て今年度からやすらぎの里農園で援農オー
ナー活動を実施しています。７月現在で県内
や東京都から８組３０人の方が参加し、ジャガ
イモ、カボチャ、サツマイモ等の植え付けを
しています。
　月に１回程度の活動を予定しており、ジャガ
イモの収穫、そ
ば播種、白菜植
え付け、また秋
から冬にかけて
は作物の収穫、
交流を深めるた
めの収穫祭を予
定しています。
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村
田
小
学
校
で
林
業
体
験
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６
月　

日
、
小
場
地
内
の
国
有
林
に
お
い

２６

て
、
村
田
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童　

人
が

５０

参
加
し
、
林
業
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

植
え
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
が
成
長
し
て
く
る

と
、
木
が
混
み
合
い
、
も
や
し
の
よ
う
に
細

長
く
な
る
の
で
一
部
の
木
を
切
る
間
伐
を
行

い
ま
す
。
最
近
は
、
木
材
の
価
格
が
安
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
手
入
れ
が
さ
れ
ず
、
間
伐
が

遅
れ
て
い
る
森
林
が
多
い
状
況
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
間
伐
の
重
要
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
間
伐
を
体
験
し
ま

し
た
。
途
中
、
森
林
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑

戦
し
、
ま
た
ヒ
ノ

キ
の
葉
や
年
輪
を

観
察
し
、
間
伐
木

の
利
用
方
法
を
考

え
る
な
ど
し
て
、

森
林
・
林
業
に
関

す
る
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

７
月
７
日
、
美
和
工
芸
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
美
和
寿
大
学
」
開
級
式
と

第
１
回
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
に
は
、
大
学
生　

人
が
参
加
し
、

５６

美
和
国
保
診
療
所
歯
科
医
長
高
橋
健
先
生
に

「
健
口
人
生
〜
健
康
な
人
生
は
健
口
な
お
口

か
ら
〜
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
健
口
体
操
」（
顔
面
・
舌
を
使
っ

て
の
体
操
）
を
行
い
、
楽
し
い
中
に
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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６
月　

日
、
御
前
山
地
域
桧
山
区
（
國
安

２６

清
区
長
）
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
区
制
の
発
足

に
と
も
な
い
、
区
の
自
治
活
動
を
よ
り
活
発

に
し
よ
う
と
視

察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で

は
桧
山
区
の　
２３

人
が
本
庁
舎
や

総
合
支
所
を
は

じ
め
、
市
内
各

地
域
の
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。
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河
川
愛
護
月
間
に
ち
な
み
、
市
内
で
河
川

ク
リ
ー
ン
作
戦
が
７
月
９
日
（
山
方
地
域
で

は
７
月　

日
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

３０

　

当
日
は
、
久
慈
川
・
那
珂
川
・
緒
川
を
中

心
に
、
河
川
敷
や
道
路
沿
い
の
草
刈
り
や
ご

み
拾
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
た
く

さ
ん
の
ご
み
を
回

収
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

午
前
６
時　

分
。
大
宮
地
域
上

３０

町
に
あ
る
広
場
に
、
子
ど
も
や
大

人
が
ぞ
く
ぞ
く
と
や
っ
て
来
ま
す
。

約　

人
が
集
り
、
澄
み
切
っ
た
早

６０
朝
の
空
気
の
中
ラ
ジ
オ
体
操
が
始

ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
上
町
仲
よ
し
子
ど
も

会
（
飯
野
好
三
後
援
会
会
長
）
主

催
の「
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
」で
す
。

　

夏
休
み
の
規
則
正
し
い
生
活
を

送
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

と
、
お
年
寄
り
な
ど
地
域
の
大
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
持
て
る
よ

う
に
と
の
思
い
か
ら
、
青
少
年
育

成
常
陸
大
宮
市
民
会
議
大
宮
支
部

（
松
浦
好
道
支
部
長
）の
後
援
の
も
と
始
め
ら

れ
、
今
年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
子
ど
も

会
や
青
少
年
育
成
大
宮
支
部
で
は
、
近
所
の

皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
早
朝
の
さ
わ

や
か
な
空
気
の
中
ラ
ジ
オ
体
操
を
す
る
、
最

近
で
は
珍
し
く

な
っ
た
こ
の
光

景
を
、も
っ
と
各

地
に
広
め
て
い

き
た
い
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方 

々
は
、体
操
で
眠

気
も
飛
び
、
活

き
活
き
と
し
た

１
日
が
送
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
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夏休みラジオ体操
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　水遊びをする機会が増える
季節にあわせ、７月１６日、御
前山地区全域の河川敷におい
て、御前山防犯連絡協議会と
大宮警察署による水辺パト
ロールが実施されました。ま
た、「水難事故ゼロ」を願い、
水難事故防止を呼びかける看
板を設置しました。
　河川や水辺でのレジャーを
楽しむ場合は、危険と隣り合
わせであることを忘れず、水難
事故には十分ご注意ください。
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今
年
４
月
か
ら
県
警
少
年
課
に
よ
る
学
校

訪
問
連
絡
員
制
度
を
充
実
さ
せ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
。
県
内　

署
に
１
人
ず
つ
配
置
さ

２８

れ
、
大
宮
警
察
署
管
内
で
は
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ

の
海
老
澤
稔
さ
ん
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

海
老
澤
さ
ん
は
、
主
に
午
前
中
は
学
校
を

訪
問
し
防
犯
教
室
な
ど
を
実
施
、
夕
方
は
下

校
す
る
児
童
を
見
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

海
老
澤
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
は
、
何

よ
り
も
ま
ず
、
１
人
に
な
ら
な
い
こ
と
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
」
ま
た
、「
広
い
管
内
に
１

人
の
配
置
、
サ
ポ
ー
ト
に
も
限
界
は
あ
り
ま

す
。
や
は
り
、
家
庭
で
の
教
育
や
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
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ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
は
、
幼
児
・

児
童
生
徒
の
安
全
を
地
域
ぐ
る
み
で
確
保
す

る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
の
学
校
安
全
指
導

員
活
用
推
進
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

リ
ー
ダ
ー
は
①
教
育
機
関
の
警
備
の
ポ
イ

ン
ト
の
指
摘
、
②
定
期
的
に
幼
稚
園
や
各
学

校
を
巡
回
し
、
安
全
体
制
の
評
価
と
指
導
助

言
、
③
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

警
備
上
の
ポ
イ
ン
ト
や
不
審
者
へ
の
対
応
等

に
つ
い
て
の
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
に
は
３
人
の
方
が
委
嘱
さ
れ
、
９
月

か
ら
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

見
か
け
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
一
声
か
け
て
く

だ
さ
い
。

▲スクールサポーター
の海老澤稔さん

▲スクールガード・リーダーの長山博實さん、
　蛭川恵子さん、椎名修さん（右から）
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　「朝、学校に行く時間になるとお腹が痛くなってしまう」、「登校しぶりにどう関わって良いか分からない」、
「友達とうまくつきあうことが苦手」、「学級で自分の意志を表現するのが難しい」など、お子さんの学校生活
に関することで悩んでいませんか。一人で抱え込まずに、お子さんの悩みについて一緒に考えてみませんか。
　当センターでは、子どものより良い成長のために、皆さんのニーズに応じた支援をしています。

��������	
�����������	�
����	��
　お子さんが自信を回復し、自分の力で歩んでいけるようになるための心の居
場所です。カウンセラーや相談員が、心のふれあいを大切にし、一人ひとりの
ペースや個性を尊重しながらお子さんの学校復帰や自立に向けて支援します。

����������	
�����������	�
������	���
　お子さんの学校生活についての相談を受け付けています。何でも気軽にお話
しください。電話相談を受ける場合は、電話相談専用回線（�５２－０５００）へお
電話ください。来所相談（面接による相談）については、当センターへ来所ま
たは電話で相談日時の予約をしてください。
　相談者や相談内容に関する情報が外部に漏れることはありません。また、費
用は一切かかりません。悩みごと、不明な点などありましたら、まずは気軽に
お電話ください。

常陸大宮市教育支援センター（〒３０９－２２５５　野中町３０８３－１）
電話番号　�５２－０５００（電話相談）　�５２－０５３１（代　表） 相談室

学習室
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☆順不同・敬称略

（主催：リトルリーグ東関東連盟）

　６月４、１１、１８日に、千葉県の小見川リトルリーグ球場
他で行われました。千葉県、茨城県選抜の２２チームが出場
し、常陸大宮リトルリーグは準優勝に輝きました。
優　勝　竜ヶ崎

準優勝　常陸大宮
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●
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▲御前山幼稚園チームの皆さん

���������	
�
�������

＊常陸大宮リトルリーグ
は、８月に札幌市で行
われる第１回全日本リ
トルリーグ野球東日本
選手権大会に出場する
予定です。

▲常陸大宮リトルリーグの皆さん

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　６月４、１１、１８日の３日間にわたって、市民球場他２会
場において開催されました。市内から３４チームが参加し、
熱戦を展開しました。
優　勝

　小野瀬産業

準優勝

　キャデラック

第３位

　大宮ベアーズ

　パーティーズ

（主催：市野球連盟）
����������

　市では、市民の皆さんの消費生活に関する苦情

や相談について一緒に考え、解決のためのお手伝

いをする消費生活センターを、９月１日から開設

します。お気軽にご相談ください。

　消費生活センターでは、相談員が問題解決のた

めの助言等を行います。その助言を得て、消費者

自らが自主的に、交渉・解決をするのが原則です。

●相談内容　消費生活に係る相談及び苦情の処理
に関すること

●相談方法　直接センターへ来所または電話でご
相談ください。

●相　談　日　月曜日～金曜日　※月・水・金曜日は、
専任の相談員が対応します。

●相談時間　午前９時～正午・午後１時～４時
●設置場所・連絡先
常陸大宮市役所　商工観光課内（中富町3135－6）
�・FAX　52－2185

▲小野瀬産業の皆さん

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７月１６日、御前山総合運動公園グランドにおいて開催
され、御前山地域の小・中学校・幼稚園・保育園からPTA
会員で構成した６チームが参加しました。
　先生方や子どもたちの声援を受け、白熱した好試合を
繰り広げました。
優　勝

　御前山幼稚園

準優勝

　伊勢畑小学校

第３位

　長倉小学校

（主催：御前山地域体育協会ソフトボール部）
��������	
�����

　６月２０日、水戸グリーンカントリークラブ照田コース
で開催され、市内各地から１３４人が参加し新ペリア方式で
競われました。
優　勝　五位渕　栄

（７８　８．４　６９．６）

準優勝　小島喜久松

（８７　１６．８　７０．２）

第３位　大瀧　典夫

（９２　２１．６　７０．４）

第４位　沼田　　亨

（８６　１５．６　７０．４）

第５位　藤田　三男

（８４　１３．２　７０．８）

（グロス　HDCP　ネット）

男子ベストグロス　　軍司　悦弘　７１（３６・３５）

女子ベストグロス　　会沢　睦子　８５（４３・４２）

（主催：市ゴルフ連盟）
����������

▲優勝した五位渕栄さん



広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号１２

� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������										

�
�
�
�
�
�
�
�	








� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �� � � � � � � � � � �

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������										

�
�
�
�
�
�
�
�	








�
�
�
��
�

　

本
校
は
、
平
成　

年
４
月
１
日
に
山
方
町

１５

立
山
方
南
小
学
校
と
し
て
開
校
し
、
平
成　
１６

年　

月　

日
、町
村
合
併
に
よ
り
常
陸
大
宮
市

１０

１７

立
山
方
南
小
学
校
と
校
名
を
変
更
し
ま
し
た
。

　

学
校
の
南
側
に
は
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
野
上
原

駅
が
あ
り
、
久
慈
川
に
沿
っ
て
国
道
１
１
８

号
が
整
備
さ
れ
、
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
大
洗
子
ど
も
の
城
で
の
宿
泊
学
習
や

１
泊
２
日
で
実
施
す
る
東
京
方
面
へ
の
修
学

旅
行
な
ど
で
は
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
を
利
用
し
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

校
歌
の
作
詞
は
、村
田
さ
ち
子
先
生
、作
曲

は
、池
辺
晋
一
郎
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

果
て
し
な
い　

大
地
か
ら

　

湧
き
あ
が
る　

歌
声

　

こ
こ
は
南
小　

み
ん
な
の
宇
宙

と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
歌
声
で
始
ま
る
校
歌
に

は
、「
こ
ん
な
南
小
の
子
ど
も
に
な
っ
て
ね
」

と
い
う
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

校
歌
披
露
式
で
は
、
池
辺
先
生
の
指
揮
で

子
ど
も
た
ち
は
待
ち
に
待
っ
た
校
歌
が
で
き

た
喜
び
を
、
体
い
っ
ぱ
い
に
表
し
な
が
ら
歌

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
山
方
南
小
の
校
歌
を
、
大

切
に
歌
い
続
け
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

（野上1067　�57－3314）
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「
思
い
出
作
り
を
し
よ
う
」と
い
う
テ
ー
マ

で
総
合
学
習
の
時
間
に
考
え
ま
し
た
。
学
級

で
話
し
合
い
、「
ド
リ
ー
ム
ハ
ウ
ス
」を
制
作
。

保
護
者
の
大
工

さ
ん
の
指
導
や

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
の
お
手

伝
い
で
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

第
２
回
の
卒

業
生
は
、
校
名

変
更
か
ら
、
学

校
名
の
表
示
板

を
制
作
し
、駐

車
場
入
り
口
に
立
て
ま
し
た
。

　

第
３
回
の
卒
業
生
は
、
校
内
持
久
走
大
会

や
県
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
マ
ラ

ソ
ン
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
か
ら
、

自
分
た
ち
が
一
番
輝
い
て
い
た
走
る
姿
を
体

育
館
北
側
壁
面
に
ペ
ン
キ
で
描
き
ま
し
た

（
写
真
）。

　

今
年
度
の
６
年
生
は
、
一
人
一
人
ど
ん
な

こ
と
を
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
も
山
方

南
小
学
校
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
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毎
年
秋
に
「
山
方
南
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し

て
、
地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
、

お
年
寄
り
に
対
し
て
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
接
す
る
好
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
子
ど
も
た
ち
が
縦
割
り
班
ご
と

に
育
て
た
さ
つ
ま
芋
を
校
庭
で
保
護
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
釜
で
煮
、
み
ん
な
で
お
昼
に

会
食
し
ま
す
。

　

ま
た
、
お
年

寄
り
に
お
手
玉

教
室
や
竹
と
ん

ぼ
教
室
な
ど
の

先
生
を
引
き
受

け
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た

ち
に
遊
び
の
楽

し
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
写
真
）。

　

ま
た
、
１
、
２
年
生
の
生
活
科
で
は
、
伝

統
行
事
で
あ
る
「
鳥
追
い
ま
つ
り
」
を
、
毎

年
お
年
寄
り
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
実
施
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
餅
を
つ
い
て

一
緒
に
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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毎
週
月
曜
と

木
曜
の
朝
、「
読

書
の
時
間
」
が

あ
り
ま
す
。
地

元
の
読
み
聞
か

せ
の
団
体
「
ど

ん
ど
ん
ち
っ

ち
」
と
「
お
ひ

さ
ま
の
会
」
の

方
が
計
画
的

に
、
学
年
に
応

じ
た
お
話
を
読

ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な

ど
子
ど
も
た
ち
が
興
味
・
関
心
を
も
て
る
よ

う
に
工
夫
し
、
時
間
を
か
け
て
準
備
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
聞
き
入
っ

て
い
ま
す
。年
に
一
度
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ

を
招
い
て
読
書
集
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
県
の
「
み
ん
な
に
す
す

め
た
い
１
冊
の
本
」
推
進
事
業
を
拡
大
し
、

１
年
生
か
ら
３
年
生
も
読
書　

冊
に
挑
戦
し

５０

て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の
お
陰
で
本
が
好

き
に
な
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
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めざす児童像
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　東消防署では、常陸大宮済生会病院開院に向け、６月２０
日、合同消防訓練を実施しました。
　この訓練は、火災発生時における院内での通報連絡、初
期消火、避難誘導等の一連の行動と、消防隊による初期対
応行動の確立を図る目的で実施されました。
　当日は一階の厨房室より出火したとの想定で、病院関係
者が消防計画に基づき初期行動を実施、その後到着した消
防隊による現場指揮及び消火訓練や人命救助、応急救護活
動等が行われ、病院関係者３０人、消防隊員２５人が参加し災
害発生時における初動体制の確立等を確認しました。
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　水難事故現場では常に危険が伴います。そのため潜水隊は日頃から
主に隊員のスキルアップを目的とした潜水救助訓練を行っています。
　今回は、ひたちなか市の海洋高校において心肺機能を高める訓練や
潜水作業中に起こり得る可能性がある様々なトラブルを回避する訓練
を実施しました。

◆常陸大宮市消防本部潜水隊◆
　当消防本部の管轄区域には那珂川や久慈川の河川が
あり、川遊びや釣りに毎年数多く行楽客が訪れます。
しかし、楽しいはずの川遊びが一転、悲惨な水難事故
が発生してしまうことがあり、そのため当消防本部で
は潜水隊を組織して水難事故に対応しています。

潜水隊の装備

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数

93.125527473.1192695.2236248４月11日

94.221222586.4192295.1193203５月１日

91.122524784.8283392.1197214６月１日

　ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、地域の交通安全意識の高揚を図るため、毎月
シートベルト着用調査を実施しております。 場所：山方宿駅前　

���������	
��������������	
�����

潜水隊の資格
労働安全衛生法に基づく技能講習を終了し潜水士免
許を取得した者のうち、消防長から指名を受けた者

潜水隊の組織
潜水隊（７人）〔隊長（１人）－副隊長（１人）－隊員（５人）〕
資格：潜水免許取得 ７人

１級船舶免許取得 １人
２級船舶免許取得 ６人

▲車両（資機材運搬車） ▲装備品▲
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今
年
も
八
月
十
五
日
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
六
十
一
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

地
域
の
戦
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
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ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
六
十

一
年
。
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
も
、
戦
争
体
験

者
は
私
達
に
多
く
の
「
語
り
」
を
残
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
戦
後
の
急
激
な
経

済
成
長
の
過
程
で
戦
災
の
傷
痕
は
真
っ
先
に

修
復
さ
れ
、
身
近
に
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
宮
地
域
の
戦
争
体
験
者
の
方
が
よ
く
お

話
し
く
だ
さ
る
の
が
、
昭
和
二
十
（
一
九
四

五
）
年
七
月
二
十
日
の
水
郡
線
列
車
へ
の
爆

撃
で
す
。

　

水
郡
線
の
上
り
列
車
が
玉
川
村
駅
付
近
で

爆
撃
さ
れ
、
死
者
七
人
と
大
勢
の
負
傷
者
を

出
し
ま
し
た
。死
傷
者
は
大
宮
駅
ま
で
運
び
、

南
町
公
会
堂（
駅
前
通
り
交
差
点
付
近
）に
収

容
し
て
手
当
て
を
し
、
遺
体

は
田
子
内
の
山
で
火
葬
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に

先
立
つ
七
月
十
日
に
は
山
方

宿
通
り
へ
の
爆
撃
、
十
七
日

に
は
日
立
・
勝
田
の
軍
需
工

場
を
狙
っ
た
艦
砲
射
撃
が
あ

り
、
ま
た
八
月
二
日
未
明
に

は
水
戸
へ
の
大
規
模
爆
撃
と

い
う
よ
う
に
、
一
般
市
民
へ

の
被
害
が
拡
大
し
て
い
く
時

期
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
こ
そ
大
宮
地
域
で
は

戦
災
遺
跡
は
確
認
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
自
宅
に
防
空

壕
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ

多
く
の
方
が
記
憶
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
宮
尋

常
高
等
小
学
校
と
大
宮
実
践
女
学
校
に
は
学

童
の
た
め
の
防
空
壕
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

両
校
の
間
に
は 
部  
垂 

へ 
た
れ 

城 
の
空
堀
が
通
っ
て

じ
ょ
う

い
ま
し
た
が
、
こ
の
空
堀
の
北
寄
り
の
だ
ん

だ
ん
浅
く
な
る
部
分
の
土
手
を
西
側
に
掘
り

込
ん
で
こ
の
防
空
壕
は
作
ら
れ
ま
し
た
。
内

部
は
丸
太
を
組
ん
で
天
井
を
作
っ
た
大
き
め

の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
部
垂
城

の
堀
は
昭
和
二
十
六
年
の
大
宮
町
の
大
火
の

際
、
後
片
付
け
の
ゴ
ミ
を
処
理
す
る
焼
却
炉

が
置
か
れ
、
そ
の
燃
え
残
り
を
埋
め
立
て
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き
の
燃
え
残

り
の
量
は
空
堀
を
埋
め
た
だ
け
で
は
間
に
合

わ
ず
、
各
家
庭
で
屋
敷
の
周
り
に
大
量
に
埋

め
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
も
小
学
校
で
敷
地
の
造
成
が
行
な

わ
れ
、
現
在
は
堀
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

当
時
は
小
学
校
の
一
部
は 
護  
宇 
部
隊
（
農

ご 

う

作
業
や
伐
木
作
業
に
従
事
）
の
兵
舎
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
使
え
る
教

室
が
限
ら
れ
て
し
ま
い
、
児
童
は
二
部
に
分

か
れ
て
半
日
交
代
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
上
、
毎
日
の
よ
う
に
訓

話
の
時
間
が
あ
り
、
ま
た
戦
死
者
の
遺
骨
を

駅
に
出
迎
え
に
行
っ
た
り
で
ほ
と
ん
ど
勉
強

は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

衛
生
状
態
は
劣
悪
で
、
護
宇
部
隊
の
兵
士

が
シ
ラ
ミ
の
つ
い
た
服
を
釜
で
煮
て
か
ら
洗

濯
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
、
と
い
っ
た

こ
と
や
、
布
団
や
風
呂
を
貸
す
の
が
苦
痛

だ
っ
た
と
い
う
お
話
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、

彼
ら
の
所
に
行
け
ば 
高 こう 
粱 

り
ゃ
ん 

米 
な
ど
が
も
ら
え

ま
い

た
と
言
い
、
子
供
心
に
、
怖
い
け
れ
ど
も
気

に
な
っ
て
仕
方
の
な
い
存
在
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
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大
宮
館
で
は
、
戦
時
下
に
着
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
た
国
民
服
、
荷
物
を
入
れ
る
た

め
の 
雑  
嚢 
、
戦
地
で
使
わ
れ
た 
鉄 

ざ
つ 
の
う 

て
つ 
兜 
、
水
筒
、

か
ぶ
と

 
巻  
脚  
半 
、 
軍  
靴 
や
、
徴
兵
さ
れ
る
者
に
持
た

ま
き 
き
ゃ 
は
ん 

ぐ
ん 
か

せ
た
戦
勝
守
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
山
方
館
隣
の
農
村
漁
家
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
で
は
昭
和
十
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
風

船
爆
弾
」
の
五
分
の
一
の
模
型
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

風
船
爆
弾
は
和
紙
を
コ
ン
ニ
ャ
ク
糊
で
何

重
に
も
貼
り
重
ね
て
紙
球
に
し
た
も
の
に
爆

弾
を
つ
け
て
放
流
し
た
も
の
で
、
紙
球
部
分

は
直
径
十
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
大
き
な
も
の

で
し
た
。
放
流
す
る
場
所
は
、
当
所
は
北
茨

城
、
福
島
県 
勿  
来 
、
千
葉
県
一
宮
の
三
ヵ
所

な 
こ
そ

で
し
た
が
物
資
の
供
給
が
困
難
と
な
る
に

伴
っ
て
北
茨
城
の
一
ヵ
所
の
み
に
な
り
、昭
和

二
十
年
四
月
ま
で
作
戦
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

物
資
不
足
の
時
代
を
反
映
し
て
衣
料
や
紙

な
ど
は
非
常
に
粗
末
に
作
ら
れ
て
お
り
、
六

十
年
を
経
過
し
て
資
料
の
傷
み
も
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
保

存
方
法
に
十
分
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
不

安
な
点
は
歴
史
民
俗
資
料
館
（�
（　

）１
４

５２

５
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�
大
宮
尋
常
高
等
小
学
校
（
御
城
同
窓
会

『
御
城
の
思
い
出
』
よ
り
転
載
）

�
大
宮
尋
常
高
等
小
学
校
敷
地
内
配
置
図
。

　

東
側
空
堀
の
北
寄
り
に
防
空
壕
が
あ
り
ま
し

た
。（
大
宮
町
教
育
委
員
会『
大
宮
町
立
実
践
女
学

校
』を
も
と
に
作
成
）

�����



広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号１５

　近年、乳がんになる人が増えています。特に30歳を

過ぎたころから急に増え、40～50歳にかけて多く発生

します。

　乳がんは、自分で乳房全体を直接見たり触れたりでき

るため、他のがんと違い自分で早期に発見できるがんです。

年１回の定期健診のほか、月に１回の自己検診を行い、乳がんから身を守りましょう。

　自己検診の時期としては月経終了後、また閉経されている方は覚えやすい日を決めて行いましょう。

�����
�������
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■「自己検診」が早期発見のキーポイント

自
己
検
診
の
方
法

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

①②　鏡の前で、乳房の観察
くぼみ・ひきつれ・左右差・
ただれなどはないか？

③④　指の腹全体で、ゆっく
りすべるように移動する。
しこりはないか？

⑤　脇の下
にしこりは
ないか？

⑥　乳首から血
のような分泌物
はないか？

�������

��������	
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■乳ガン・子宮ガン検診について

　市では、総合保健福祉センター「かがやき」及び各総合支所において乳ガン・子宮ガン検診を行っています。
　すでに検診が終わった地域の方で、都合により受診できなかった方には９月29日（金）、総合保健福祉セン
ター「かがやき」で、もれ者検診を行います。申し込み方法等詳細については後日旬報でお知らせします。

乳ガン発病のリスクが高い人チェックリスト
□　初潮が始まるのが早かった人、または、閉経し

たのが遅かった人
□　出産の経験がない人
□　初産年齢が高かった人
□　肥満気味の人　
□　脂肪が多い食事をとっている人　
□　家族や血族に乳ガンを発病した人がいる人

※チェック項目が多い方は危険度が高いので、
積極的に検診を受けるようにしましょう。

（国立がんセンターより）
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子宮ガン医療機関検診について
　市での集団検診を受けることができない場

合、医療機関で子宮ガン検診を受けることが

できます。手続き方法は次のとおりです。

●申請場所

総合保健福祉センター「かがやき」

及び各総合支所福祉健康課

●個人負担額　　　1，000円

●受診券有効期限　発効日から２週間



広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号１６
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14・28日
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�美和かわせみの会のおはなし会
��������

�ロゼのつどいのおはなし会
��������

�どんどんちっちのおはなし会
��������

�めばえの会のおはなし会
��������

�はみんぐばあどのおはなし会
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�子ども放送局
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広報　常陸大宮　　　　平成１８年８月号１７
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※市内の医療機関の診療時間は午前９時から午後３時までです。
県外の医療機関については個別にお問い合わせください。
※当番医のやむを得ない都合により休診または、時間変更となる
ことがありますので、電話で確認してからお出かけください。
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�休日・祝日の当番医　　8/20～9/24
電話番号病院名（所在地）日付

（52）0547
0287（88）2055
0285（63）0320

岡崎外科医院（上町）
塩谷医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

20

（53）2115
0287（82）3803
0285（63）0036

丹治医院（東富町）
高野医院（栃･那須烏山市） 
大兼医院（栃・茂木町）

27

（52）0116
0287（82）2544
0285（63）5131

小泉医院（上町）
滝田内科医院（栃･那須烏山市）
桜井内科（栃・茂木町）

9/3

（53）1111
0287（82）2175
0285（63）1151

志村大宮病院（上町）
滝堂内医院（栃･那須烏山市）
茂木中央病院（栃・茂木町）

10

（52）0547
0287（82）2781
0285（64）1122

岡崎外科医院（上町）
七合診療所（栃･那須烏山市）
もてぎの森「メディカルプラザ」

（栃・茂木町）

17

（54）7777
0287（88）2056
0285（63）2303

一貫堂クリニック（下町）
林田医院（栃･那須烏山市）
吉永医院（栃・茂木町）

18

（52）0302
0287（82）2157
0285（63）0320

大曽根内科小児科（栄町）
星医院（栃･那須烏山市）
今井医院（栃・茂木町）

23

（53）2115
0287（84）0001
0285（63）0036

丹治医院（東富町）
水沼医院（栃･那須烏山市）
大兼医院（栃・茂木町）

24
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※チケット販売は、ロゼホールのほか９ヵ所で行っています。
　ただし、電話予約はロゼホールのみとなりますのでご注意ください。
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　関東の三大裸祭
として有名な祭で、
１日目は子ども神
輿、２日目には迫
力のある大人神輿
が行われ、威勢の
良いかけ声と共に
まちを練り歩きま
した。さらに、笛
や太鼓の音色も賑
やかな屋台の巡行
もあり、祭りの気
分をいっそう盛り
上げていました。
　また、通り沿いでは様々なイベントが行われ、訪れた見
物客は、夜遅くまで祭りを堪能していました。

やすらぎの里公園下の河川敷には地元の方をはじめ大勢
の方が集まり、弥七太鼓や西消防署による放水的当てなど
様々なイベントが行われました。
　また、近くの休
耕田を利用した潟
スキーや浮島渡り
では、全身どろん
こになりながらも
元気いっぱいに夏
まつりを楽しんで
いました

会場となった花立自然公園では、市内の小学校から応募
のあったポスターコンクールの表彰式を始め、星空コンサ
ートや星空落語など星にちなんだイベントが盛り沢山に行
われました。
　当日は晴天に恵まれ、夜空を天然のプラネタリウムに、
星空解説が行われ、家族連れや愛好家など訪れた人々は、
きらめく星を眺めながら夏の一夜を楽しんでいました。
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

常陸大宮市の人口（７月１日現在・推計常住者）

総人口４７，４４７人（男２３，１２３人、女２４，３２４人）
世帯数１６，１２１世帯
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さわやかな　長寿の風を　茨城に
平成19年11月10日～13日

11月11日～12日
常陸大宮市　なぎなた交流大会開催
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